
行政評価事務事業一覧

事業番号 細事業名称
3-02-01 にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 07053_02 商店街活性化事業補助金（新居浜商店街）
3-02-01 にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 07053_03 商店街活性化事業補助金（喜光地商店街）
3-02-01 にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 07053_06 はまさい開催事業補助金
3-02-01 にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 07053_12 百縁笑店街＆さんさん産直市開催事業補助金
3-02-01 にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 07090_01 中心市街地活性化対策事業
3-02-02 経営基盤強化・創業への支援 07200_01 創業支援補助金
3-02-02 経営基盤強化・創業への支援 07232_01 緊急小口融資制度利子補給金
3-02-02 経営基盤強化・創業への支援 07232_03 新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給金

基本計画

　【まちづくりの目標3_経済・雇用】

　　施策　3-2_商業の振興



事後評価 2023 07053_02

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

1,217 1,425 1,425

0 0 0 0

0 0

0 710 710

1,217 715 715

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 30000 10000 10000 10000

実績 0 0 10000 10000 ―

妥当性 やや高い 有効性 高い 効率性 やや高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 商店街活性化対策費 商店街活性化事業補助金（新居浜商店街）

にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

令和５年度で第４０回目の節目となり、より多くの方に喜ばれる内容に改善しながら夏まつりを継続開催している。昭和通り及び登り道サ
ンロード、銅夢キッチン周辺で各種イベント等を開催し、集客数の増を図っている。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

イベント時の賑わいを商店街の活性化につなげていく。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　1,425千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民 114,886人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

参加者数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

令和５年度で第４０回目の節目となり、より多くの方に喜ばれる内容に改善し、夏まつりを継続開催した。昭和通り及び登り道サンロード、銅夢キッチン周辺で各種イ
ベント等を開催し、集客数の増を図っている。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

夏の風物詩として市民のみなさんにも周知されているイベントであり、中心商店街のにぎわいの創出に寄与しているため、継続して事業を実施する。

Ⅵ　事後評価

令和５年度の開催は、４年ぶり第４０回目となり、多くの来客があった。「にいはま夏まつり」は夏の風物詩として、市民のみなさんにも広く認知されているイベントであ
り、中心商店街のにぎわいの創出に寄与しているため、継続する。



事後評価 2023 07053_03

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

665 665

0 0 0 0

0 0

330 330

335 335

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 0 5000 5000 5000 0

実績 0 0 0 ―

妥当性 やや高い 有効性 やや高い 効率性 やや高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 商店街活性化対策費 商店街活性化事業補助金（喜光地商店街）

にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

市民に喜ばれるイベントの企画や運営に対する補助金の支出

目　的
（どんな状態にしたいのか）

憩いとふれあいの場を市民に提供することにより、市民に親しまれる商店街づくりを行い、沈滞する商店街の活性化、イメージアップを図
る。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　665千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民 114,886人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ｄ：事業の統合・休廃止を検討

成果指標名（計算式）

参加者数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する



喜光地商栄会の会員数減少、高齢化等による担い手不足のため、夜市・稲荷市ともに開催していない。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 休止・廃止



担い手不足の状況は深刻であり、次年度においても開催の目途は立たないことから予算は要望しない。

Ⅵ　事後評価

当事業は喜光地商店街による夜市・稲荷市の開催補助として支出していたが、令和２年度から、コロナ禍により開催中止となっていた。コロナが５類に移行した令和
５年度においても、開催が困難となったため、令和６年度から事業の休廃止を検討する。



事後評価 2023 07053_06

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

1,900 1,900 1,900

0 0 0 0

0 0

0 0 0

1,900 1,900 1,900

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 30000 30000 30000 30000

実績 10000 10000 0 0 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 商店街活性化対策費 はまさい開催事業補助金

にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

「はまさい」を継続開催し、銅夢キッチンを中心に各種イベントを開催することによって、中心商店街に人の歩く動線を形成する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

地域の様々な団体が協力して、商店街活性化をめざしていくとともに、銅夢キッチンを中心としたイベントの開催により中心商店街に賑わ
いの創出が図られる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　1,900千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民 114,886人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ｃ：事業規模・内容・実施主体の見直し検討

成果指標名（計算式）

参加者数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

商店街エリアのにぎわい創出のため、銅夢キッチンを中心として、イベントを開催予定。多くの市民の方に商店街に来場してもらうため、TURETECHで提案されたアイ
デアも取り入れ、新しい取り組みができるよう準備を進める。商店街の賑わい創出のため、試行錯誤を重ねながら、イベントを実施に向けて協議している。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

中心商店街のにぎわいの創出に寄与しているため、継続して事業を実施する。

Ⅵ　事後評価

「銅夢キッチン」を中心としたイベントを開催し、中心商店街の活性化とにぎわいの創出を図ることを目的として「はまさい」を実施していたが、令和５年度は開催が困
難となった。次年度に向けては、事業内容、実施主体等について見直しが必要である。



事後評価 2023 07053_12

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

950 950 950

0 0 0 0

0 0

0 0 0

950 950 950

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 36000 36000 36000 36000 12000

実績 20000 27500 18000 30000 ―

妥当性 やや高い 有効性 やや高い 効率性 やや高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 商店街活性化対策費 百縁笑店街＆さんさん産直市開催事業補助金

にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

百縁笑点街＆さんさん産直市開催のための経費の一部を補助する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

魅力的な商品や市民参加型のイベントを充実・拡充させる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　950千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市民 114,886人

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

参加者数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する



毎月、工夫を凝らした内容で集客を図り賑わい創出に寄与している。今後も継続的な取組により、更なる集客を期待したい。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持



商店街の賑わい創出には欠かせないイベントであり、事業を継続する。

Ⅵ　事後評価

令和５年度は年１２回、毎月第４土曜日に開催した。子供向けのイベント等、毎月イベントの趣向を凝らして集客に取り組み、商店街活性化に寄与しているため、今
後も継続する。



事後評価 2023 07090_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

100 360 360

0 0 0 0

0 0

0 0 0

100 360 360

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 3 4 4 4

実績 0 3 1 2 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 中心市街地活性化対策費 中心市街地活性化対策事業

にぎわいと魅力あふれる商店街の形成 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

新居浜市、新居浜商工会議所、新居浜商店街連盟の３者による新居浜市まちづくり協議会を開催し、今後商店街の活性化策の検討を進
めていく。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

新居浜市まちづくり協議会を立ち上げ、実効性の高い活性化策の協議・検討を行う。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　360千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 新居浜商店街連盟会員 49者

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

（中心商店街への出店件数）
まちづくり協議会開催回数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

中心市街地の活性化対策の市としての成果を図るものとして、令和４年度以降、成果指標を変更。令和３年度まで「中心商店街への出店件数」　令和４年度以降
「まちづくり協議会開催回数」

まちづくり協議会において、今後の中心商店街活性化のための議論が必要。商店街の核となる銅夢キッチンの在り方についても、協議を重ねる必要がある。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

商店街エリアの在り方の検討、商店街の活性化策を検討していく必要があるため、事業を継続する。

Ⅵ　事後評価

中心商店街の活性化のため、関係機関との協議・検討が必要であり、今後も継続する。



事後評価 2023 07200_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

7,002 6,652 6,652

0 0 0 0

0 0

0 0 0

7,002 6,652 6,652

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 10 10 10 10 10

実績 30 16 11 ２５ ―

妥当性 やや高い 有効性 やや高い 効率性 やや高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 創業支援対策費 創業支援補助金

経営基盤強化・創業への支援 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

市内で創業した中小事業者に対し、事業の初期投資にかかった経費の一部を補助する。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

創業者の事業継続

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇報償費　48千円

〇旅費　4千円

〇負担金補助及び交付金　6,600千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 創業者 -

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

創業支援補助金による支援件数

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する



昨年度よりも申請件数（中間値）が多く、創業者の数は依然多い状況が続いている。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持



創業者の数は依然として多く、市内産業の今後の活性化のため、引き続きスタートアップ支援として補助を継続するべく予算要求を行う。

Ⅵ　事後評価

市内で創業する２５名に対し補助を行った。市内産業の振興及び活性化を図ることに寄与できるため、引き続き事業を継続する。



事後評価 2023 07232_01

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

3,470 2,344 2,344

0 0 0 0

0 0

0 0 0

3,470 2,344 2,344

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 100 100 100 100

実績 100 100 100 100 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 新型コロナウイルス感染症対応緊急経済対策費 緊急小口融資制度利子補給金

経営基盤強化・創業への支援 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

市内金融機関との連携により中小企業等のつなぎ融資を簡素化・迅速化し、利用者のニーズに応える。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

中小企業者が負担すべき金利を市が全額負担することで、利用者負担の軽減をはかる。

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　2,344千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市内事業所（民間） 4977事業所

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

利子補給率（％）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

中小企業者が負担すべき金利を市が全額負担することで、利用者負担の軽減が図られている。

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた融資利用者の負担軽減を図るため、事業を継続する。

Ⅵ　事後評価

融資利用者の負担軽減を図るため、計画通りに事業を継続する。



事後評価 2023 07232_03

細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 年度末予算額 決算額

14,360 9,800 9,800

0 0 0 0

0 0

0 0 0

14,360 9,800 9,800

令和3年度 令和4年度 令和5年度中間値 令和5年度 令和6年度

目標値 50 50 50 50

実績 50 50 0 50 ―

妥当性 高い 有効性 高い 効率性 高い

事業の方向

予算の方向

令和5年度事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称） 新型コロナウイルス感染症対応緊急経済対策費 新型コロナウイルス感染症対策資金利子補給金

経営基盤強化・創業への支援 産業振興課

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

まちづくり 経済・雇用 商業の振興

基本計画

Ⅳ　指　標

「県独自枠」に係る金利１.０％を県と市町が1/2ずつ補給し実質無利子とする。

目　的
（どんな状態にしたいのか）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業者の資金繰り支援（実質無利子）の実施し、新型コロナウイルス感染症で影響を
受けた中小企業者の支援する

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和4年度


決算額（千円）

令和5年度（千円） 令和5年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

〇負担金補助及び交付金　9,800千円

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を） 市内事業所（民間） 4977事業所

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和5年度） Ａ：計画通りに事業を進めることが適当

成果指標名（計算式）

実質無利子（市負担分）率

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等 現状のまま維持する

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業者の資金繰り支援するため、県と市町が1/2ずつ補給し実質無利子とすることで、新型コロナウイルス感染症で
影響を受けた中小企業者の支援する。（R5.2.1~R6.1.31分)

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等） 現状維持

新型コロナウイルス感染症で影響を受けた市内中小企業者を支援するため、引き続き継続するが、３年を限度とするため、３年を超えた利子補給は行わない

Ⅵ　事後評価

新型コロナウイルス感染症で影響を受けた中小企業者に対し、市と県で利子部分を1/2ずつ補給（実質無利子）し、計画通り資金繰り支援を継続実施する。



細事業名

施策

担当課

数値

当初予算額 現執行額 決算額

－

－

－

－

令和〇年度 令和〇年度 令和〇年度中間値 令和〇年度 令和〇年度

目標値 ―

実績 ―

妥当性 有効性 効率性

事業の方向

予算の方向

作成担当者 最終評価責任者

作成担当者 最終評価責任者

令和〇年度　事務事業評価表

I 基礎情報

事業名（行目名称）

Ⅱ　事務事業の実施概要

総合
計画

フィールド

基本計画

Ⅳ　指　標

目　的
（どんな状態にしたいのか）

Ⅲ　投入費用

実施年度
令和〇年度

決算額（千円）

令和〇年度（千円） 令和〇年度事業の主な経費（千円）※当初予算ベース

経費

事
務
事
業
内
容

対　象（誰・何を）

手　段
（どうやって）

財
源

県・国支出金

地方債

その他

一般財源

成果 総合評価（令和〇年度）

成果指標名（計算式）

Ⅴ　事中評価

評価視点

事業が半年経過し生じた課題等

翌年度予算の要求方針（改革・改善案等）

Ⅵ　事後評価

事中評価

事後評価


